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社団法人 ロシアNIS貿易会 

平成 19年度事業報告書 

 

Ⅰ．情報サービス・ビジネス交流事業 

１．資料・刊行物等の作成、配布 

・ 定期刊行物として、「ロシアNIS調査月報」、「ロシアNIS経済速報」（旬報）を刊行、配布した。 

・ 「Moscow Business News」による情報の提供を行った。 

・ ROTOBOホームページ、CEEDS他データベース、日露貿易投資促進機構ホームページといったウェブサ

イトによる情報提供を行った。 

・ その他、適宜、資料の作成、配布ならびにレファレンス・サービスを行った。 

 

２．ミッションの受入 

ロシア等相手国の要請に応じて、適宜受け入れた。 

・ IMSTARIKON社（カザフスタン、空港建設、鉄骨建設等）訪日 平成19年5月29日～6月4日 

・ リペツク州代表団 平成20年1月29日～2月3日 

・モスクワ市建設代表団 平成20年3月5日～12日 

 

３．講演会・シンポジウム・セミナー等の開催 

・ ニジェゴロド州政府が主催した「ロシア連邦ニジェゴロド州投資環境プレゼンテーション」を日本

貿易振興会（JETRO）と共に後援した。（平成19年4月11日、ジェトロ）（Ⅲ．国庫補助事業：参照） 

・ 「チェリャビンスク州プレゼンテーション」をチェリャビンスク州政府との共催で開催した。（平成

19年5月15日、北九州市役所 5月17日、在日ロシア連邦通商代表部）（Ⅲ．国庫補助事業：参照） 

・ 講演会「中央アジア・コーカサス諸国の経済・政治概況」を中央アジア・コーカサス2国間経済委員

会と共催により開催した。（講師：輪島実樹・ROTOBOロシアNIS経済研究所調査役、中居孝文・ROTOBO

ロシアNIS経済研究所調査役、平成19年5月31日、如水会館） 

・ ロシア商工会議所プリマコフ会頭（元首相）の訪日を機に、「ロシアへの投資フォーラム2007」（主

催：露日経済協議会）をJETRO他と共に後援した。（平成19年6月25日、昼の部 六本木ヒルズ、夜

の部 ANAｲﾝﾀｰｺﾝﾁﾈﾝﾀﾙﾎﾃﾙ東京） 

・ 講演会「プーチン・ロシアの総括：政治権力と石油ガス」を開催した。（講師：マーシャル・ゴール

ドマン・ハーバード大学ロシア・ユーラシア研究センター教授）（平成19年7月3日、東京証券会館） 

・ 講演会「ロシア電力産業の現状とUES改革」およびSOLID INVEST㈱代表によるプレゼンテーションを

開催した。（平成19年7月23日、東海大学校友会館）（Ⅲ．国庫補助事業：参照） 

・ 関西経済連合会などが主催した日露経済フォーラム2007「日露の投資と貿易分野における協力の可

能性」を後援した。（平成19年9月25～26日、リーガロイヤルホテル大阪） 

・日露経済フォーラム2007へのイルクーツク州知事の参加にあわせて「バイカル湖投資セミナー」を

開催した。（主催：経済産業省、ロシアNIS貿易会）（平成19年9月26日、リーガロイヤルホテル大
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阪）（Ⅲ．国庫補助事業：参照） 

・ ROTOBOメンバーズ・ブリーフ「キルギス共和国における投資機会」を開催した。（講師：コイチュ

マノフ・キルギス共和国大統領附属投資会議事務局長、平成19年10月1日、ロシアNIS貿易会会議室） 

・ 第16回RBC国際ビジネス会議「日露ビジネス対話―経済多角化の基礎としてのイノベーション」（主

催：Russia Business Consulting（RBC））に協力した。（平成19年11月5日～6日、フォージーズン

ズホテル椿山荘） 

・ 日ロ両政府が主導する「鉄道分野における日露間協力に関する第2回会議」の開催に協力した。（平

成19年11月7日、経団連会館）（Ⅲ．国庫補助事業：参照） 

・ 第2回日本ウズベキスタンビジネスフォーラムを開催した。（主催：経済産業省、ロシアNIS貿易会

他）（平成19年11月14～16日、タシケント） 

・ バキエフ・キルギス共和国大統領との夕食会を主催した。（平成19年11月15日、パレスホテル） 

・ 駐日キルギス共和国大使館などの主催による「キルギス共和国貿易・投資セミナー」を後援した。

（平成19年11月16日、国際交流基金） 

・ ラフモン・タジキスタン共和国大統領プレゼンテーションを開催した。（平成19年12月4日、ホテル

オークラ東京） 

・ 「平成20年ROTOBO新春懇親パーティ」を開催し、約170名が出席した。（平成20年2月5日、如水会館） 

・ 講演会「ロシア極東経済と第三次極東発展プログラム」を開催した。（講師：P.A.ミナキル ロシア

科学アカデミー極東支部経済研究所所長、平成20年2月12日、東京証券会館） 

・ ROTOBOメンバーズ・ブリーフ「ロシア経済と拡大ヨーロッパ」を開催した。（講師：ピーター・ハ

ヴリック・ウィーン国際経済研究所副所長、平成20年3月18日、ロシアNIS貿易会会議室） 

 

 ４．見本市関連事業 

平成19年度に関係諸国で開催された各種見本市について情報提供を行った。また、平成19年 10月

3日～6日にモスクワで開催された PIR Hospitality Industry (ピール・ホスピタリティー産業展)に

おいて、5つの日本企業およびグループの出展をサポートした。 

 

５．マイクロ・ビジネス支援事業 

・ 中小ビジネス研究会の開催：「サハリン州とのビジネス交流」開催（平成19年10月5日、ロシアＮＩ

Ｓ貿易会会議室） 

 

６．日露貿易投資促進機構関連事業 

「日露貿易投資促進機構」事務局業務を担当し、日本とロシアとのビジネス促進に係わる事業を実

施した。（Ⅲ．国庫補助事業：参照） 

 

Ⅱ．受託調査等事業 

下記の調査事業を受託した。（括弧内は受託先） 
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① 「極東ロシアビジネス市場調査等」（青森県） 

② アジア産業基盤強化等事業「モンゴルにおける貿易投資環境調査」（経済産業省） 

③ 「中央アジアにおける省エネルギー及び環境保全促進事業」に係る調査・調整業務補助（(財)国際

環境技術移転研究センター（ICETT）） 

④ 「ロシア語石油天然ガス情報翻訳注釈サービス契約」（（独）石油天然ガス・金属鉱物資源機構

（JOGMEC）） 

⑤ 「日露エネルギー協力に係る調査業務 コンサルタント契約」（（独）石油天然ガス・金属鉱物資源

機構（JOGMEC）） 

⑥ 「ロシアのベアリング産業実態調査」（日本機械輸出組合） 

⑦ 「カザフスタン産業・貿易省工業・科学技術発展委員会幹部招聘事業」（(財)貿易研修センター

（IIST）） 

⑧ 千葉県戦略的国際交流展開事業「ロシアに関する基礎調査業務」（千葉県） 

⑨ 「北九州市の地域産業に有望なロシア連邦産業状況調査」（北九州市） 

 

その他、下記の調査業務等を行った。 

・ 「中欧の部品産業集積の実態と欧州自動車市場への供給体制調査」 （(財)素形材センター） 

・ 「Global SQUETにかかる情報提供」（民間企業からの業務委託） 

                  他 

 

Ⅲ．国庫補助事業 

国庫からの補助金を得て下記の事業を実施した。 

 

ロシア地域貿易投資促進事業費補助金（海外市場調査等事業） 

１． 情報収集・提供事業  

（１）ビジネス基礎情報整備 

以下の事業項目に従い、日ロの企業情報、貿易投資関連基礎情報およびビジネス関連情報の収

集を行い、適宜更新を行いながら、データベースを構築し、情報を提供した。 

① 日露企業情報収集整備・更新  

② 貿易投資関連基礎情報及びビジネス関連情報整備・更新 

③ データベース構築・更新（ロシア貿易統計データベースを新設） 

 

（２） ビジネス詳細情報収集提供  

① ロシア新規市場開拓可能性調査 

・ 「ロシア消費財市場における日本ブランド戦略」（平成19年 12月2日～9日 モスクワ） 

当該市場の一般的な調査に加えて、ロシア市場への進出を意図している日本の化粧品メーカーの

専門家をモスクワへ派遣し、ロシアの化粧品市場の動向、小売部門、国内外メーカー、規制環境な
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どについて情報収集を行った。 

・ 「シベリア鉄道活性化に関わる新規市場開拓調査」（平成 19 年 7 月 1 日～6 日 モスクワ、ニ

ジニノヴゴロド、平成20年 2月25日～3月3日 ハバロフスク、ウラジオストク、ナホトカ） 

   「ロシア鉄道発展戦略」に係わる情報の収集・分析を行った。平成19年 7月および平成20年

2月の現地調査において、関係省庁・企業を訪問、ロシア東部地域開発プロジェクトの動向およ

びシベリア鉄道の整備状況を調査した。 

② ロシア経済法運用・市場慣行実態調査 

・ 「外資系企業がロシア進出する際の制度上の諸問題に関する調査」（平成 20 年 2 月 10 日～17

日 モスクワ、サンクトペテルブルグ） 

ロシアの許認可システムや税金システムの諸問題のなかでも、進出外資企業にとって最大のネ

ックとなっている雇用・労務管理・駐在にまつわる諸問題に焦点を当て、現地調査および文献調

査を実施した。 

・ 「ロシア大手企業の事業多角化の実態に関する調査」（平成19年 12月 16日～22日 モスクワ） 

現地の専門調査機関および実際にＭ＆Ａ業務に従事している投資会社等を訪問し、ロシアの大

手資本の多角化の実態に関する詳細な情報を入手すると同時に、その多角化が日本企業のロシア

市場におけるビジネス展開に及ぼす影響についての調査を実施した。 

 

２． ビジネスマッチング、コンサルティング事業 

（１） セミナー開催事業 

① ロシア開催 

・ 「環日本海地域貿易促進セミナー」 

平成20年 3月9日～14日、ウラジオストク、ハバロフスク 

 島根県において「ロシア貿易促進プロジェクト」を設立しロシアとの貿易促進を図っている浜

田港振興会と協力し、島根県内の13の企業・団体より合計18人の参加を得て、ウラジオストク

市とハバロフスク市にミッションを派遣し、島根県の建材産業を紹介する「島根県建材セミナー」

を開催した。 

・ 「鉄鋼・環境ビジネスセミナー」 

平成19年 9月22日～10月 7日、チェリャビンスク州  

 環境問題と製鉄技術の専門家を同行して現地調査およびセミナーを行った。セミナーを通して

環境問題、製鉄技術分野におけるビジネス環境の理解を深めた。 

・ 「日露貿易投資促進セミナー」 

平成20年 3月11日～19日、モスクワ 

 平成 20年 9月にサンクトペテルブルグで開催予定の「第3回日露投資フォーラム」の準備作

業を兼ねて、3 月 18 日にモスクワにて日露関係者を集めて「日露貿易投資促進セミナー」を実

施した。 

・「食品加工機械輸出促進セミナー」 
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平成20年 3月25日～30日、モスクワ 

 世界的に穀物需給が逼迫する中、ソバも例外ではなく、日本は新たな供給地を開拓する必要が

生じている。ロシアはソバの大生産地でありながら、これまで日本の供給地となっていない。そ

こで、ロシアのソバ生産者、商社を対象に、将来的にソバ加工生産設備のロシアへの輸出そして

日本への原料供給へとつなげることを目的として、日本の品質基準によるソバの栽培から製粉、

そして食品加工までのプロセスと生産設備を紹介するセミナーを開催した。 

② 日本開催 

・ 「ニジェゴロド州プレゼンテーション」 

平成19年 4月11日、ジェトロ5F展示場（東京） 

 シャンツェフ・ニジェゴロド州知事を団長とする官民代表団が来日したのを機に、同州政府が

主催して開催した「ロシア連邦ニジェゴロド州投資環境プレゼンテーション」を日本貿易振興機

構（ジェトロ）とともに後援した。 

・ 「チェリャビンスク州プレゼンテーション」 

平成19年 5月15日、北九州市役所 

平成19年 5月17日、在日ロシア連邦通商代表部 

 クリョーポフ・チェリャビンスク州経済発展大臣を団長に、オフチンニコフ・チェリャビンス

ク市市議会環境委員長を副団長にセミナーのためのミッションを受け入れ、北九州および東京で

「チェリャビンスク州の産業力の潜在性と日本企業との協業事業の可能性」に関するセミナーを

開催した。 

・ 「ロシア電力産業セミナー」 

平成19年 7月23日、東海大学交友会館 

 ロシア統一電力システム（UES）社・コンサルティング会社「Solid Invest」（「Abanko Capital」

の代表が訪日するに際して、「ロシア電力産業の現状とUES改革」についてのセミナーを開催し

た。 

・ 「バイカル湖投資セミナー」 

平成19年 9月26日、リーガロイヤルホテル大阪 

 関西経済連合会他の主催による「日露経済フォーラム2007」（平成19年 9月25～26日）への

ティシャーニン・イルクーツク州知事の参加にあわせ、「バイカル湖投資セミナー」を同フォー

ラムの枠の中で開催した。 

・ 「鉄道分野における日露間協力に関する第2回会議」 

平成19年 11月 7日、経団連会館 

 平成 19年 6月の「極東・東シベリア地域における日露間協力強化に関するイニシアティブ」

にもとづき開催された「鉄道分野における日露間協力に関する会議」の2回目で、ロシアにおけ

る高速鉄道の建設とシベリア鉄道の貨物輸送力増強における日露協力の可能性について議論さ

れた。 
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（２） ビジネスマッチング型専門家派遣 

１．（１）のビジネス関連情報等に基づき、日本の新規市場開拓につながる可能性の高い有望地域、

分野に専門家を派遣し、日露両国企業間のビジネスマッチングの機会を創出した。具体的な派遣は

以下の通り。  

 

・ 「対ロシア輸出促進ビジネスマッチング 新潟県産日本酒のロシアへの輸出促進」（モスクワ､

サンクトペテルブルグ） 

平成19年 6月28日～7月5日派遣  

・ 「日本製食品加工機械ビジネスマッチング」（モスクワ）  

平成19年 7月1日～7日派遣 

・ 「日本の地域特産品等促進商談会 秋田県企業のウラジオストクにおける商談会」（ウラジオス

トク） 

平成19年 9月9日～13日派遣 

・ 「日本企業のホスピタリティー産業進出支援」(モスクワ)  

平成19年 10月 1日～8日派遣 

・ 「極東ロシア自動車整備工場設立支援 第1回」（ウラジオストク、ナホトカ） 

平成19年 12月 16日～20日派遣 

・ 「対ロシア輸出促進ビジネスマッチング2 モスクワにおけるビジネスマッチング」（モスクワ）  

平成20年 2月3日～8日派遣 

・ 「極東ロシア自動車整備工場設立支援 第2回」（ウラジオストク） 

平成20年 2月28日～3月4日派遣 

・ 「日本製食品輸出振興ビジネスマッチング」（モスクワ） 

平成20年 3月2日～6日派遣 

    

（３） コンサルティング型専門家派遣 

① 事前調査 

今後の日ロビジネス機会、事業連携創出のモデルとなる企業を選定し、企業経営効率化、近代

化等の総合的なコンサルテーションを行うモデル企業、地域の選定のための調査を行った。 

・「バシコルトスタン共和国における事前調査」（バシコルトスタン共和国）  

  平成20年3月9日～16日派遣 

・ 「チェリャビンスクにおける廃棄物処理グランドデザイン策定事業」（チェリャビンスク州） 

平成20年 3月15日～21日派遣 

② コンサルタント派遣 

平成18年度に実施した事前調査により選定された3社のモデル企業に対して、日本からコン

サルタントを派遣し、企業診断、マーケティング、技術指導等の総合的なコンサルティングを行

った。 
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・ 「カルーガ州エネルゴマシ社に対するコンサルティング指導」（カルーガ州）平成19年 6月23

日～30日、9月22日～30日、平成20年 1月26日～2月3日 

自動車部品製造会社で中小企業のエネルゴマシ社に日本人専門家を派遣し、地元の同分野の大

企業の調査、経営指導を行いつつ、経営管理、技術、工場診断の分野で指導を行い、これらの企

業と日本企業のビジネスの可能性を探った。 

・ 「チェリャビンスク州チェリャブギプロメズ社に対するコンサルティング指導」（チェリャビン

スク）平成19年 6月10日～20日、7月7日～15日、8月18日～26日、9月30日～10月 6日、

11月 25日～12月 2日 

製鉄コンビナート設計研究所であるチェリャブギプロメズ社に日本人専門家を派遣し、①メチ

ェル（チェリャビンスク冶金コンビナート）プロジェクト（日本の技術を基盤とするスラグ処理

事業実施のための支援）②トレードプロジェクト（製鉄業、環境関連事業における日本企業の技

術や設備をロシア企業に販売するため、対日商社機能創出に対する支援）③スラグ処理関連プロ

ジェクト（ロシアにおける先進的な総合スラグ処理企業になるためのエンジニアリング機能創出

に対する支援）の3つの方向で指導を行った。 

・ 「日本・ロシア知的所有権取引促進事業」（ノボシビルスク）平成19年 10月 27日～11月 1日、

（ノボシビルスク、トムスク、モスクワ）3月22日～30日派遣 

     ノボシビルスク州のＶＥＫＴＯＲウイルス学・バイオテクノロジー科学センター（ベクトル

研究所）、ボレスコフ触媒研究所他に日本人専門家を派遣し、ビジネスマッチングを図り、さら

に調査した上で、特許の流通、特許を利用した新規事業立ち上げのための投資案件形成の可能

性を探った。 

 

（４） 受入研修事業 

日露貿易投資促進機構日本側機構の事業の一環として、特に（３）コンサルティング型専門家派

遣で実施した事業の効果を高める観点から、ロシア側企業の経営者等を日本に招き経営管理、生産

技術、販売、財務をテーマとした研修を実施した。また、日本海沿岸地域と極東ロシア地域の間の

貿易取引・投資の促進を図るため、日本海沿岸地域の自治体、経済団体、国際交流団体等と協力し

て、極東ロシアのビジネスマンを日本に招いて、貿易促進セミナーや投資促進セミナー等を開催し、

日本企業と極東ロシア地域の企業とのビジネスマッチングを図った。 

① コンサルティング指導対象企業訪日指導  

・ 「カルーガ州エネルゴマシ社訪日指導」 

平成20年 2月24日～29日受入 

・ 「チェリャビンスク州チェリャブギプロメズ社訪日指導 

平成19年 12月 16日～22日受入 

② 環日本海地域貿易投資促進訪日指導  

・ 「北海道・ロシアとの生活関連分野等ビジネスマッチング事業」 

平成19年 9月2日～7日受入 
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・ 「大阪府におけるロシア沿海地方 大阪特産品ビジネスマッチング」 

平成19年 11月 11日～15日受入 

・ 「島根県浜田港ロシア沿海地方貿易促進プロジェクト「建材商談会」」 

平成19年 12月 2日～6日受入 

・ 「秋田県・ロシア沿海地方 ビジネスマッチングセミナー」 

平成19年 12月 16日～20日受入 

・ 「北海道・ロシア極東企業の中古機械ビジネスマッチング事業」 

平成20年 2月21日～28日受入 

     

３． 機構関連業務実施円滑化事業 

「日露貿易投資促進機構」事務局業務の円滑な実施のために当会モスクワ事務所の機能を活用して、

ロシア連邦政府、地方行政府との間の頻繁な折衝、調整等を行った。必要に応じて、モスクワ事務所

の職員を現地に同行させ、適切な助言と支援を行い、また、ロシア人研修生の日本への渡航に際して

は、日本入国査証の支援を行い、事業の円滑な実施を可能にした。  

 

中央アジア等産業育成支援事業費補助金（政府開発援助海外市場調査等事業）  

１． 中央アジア等産業育成支援事業 

本事業では、対象国として中央アジアのカザフスタンを選択し、同国政府との協力のもと、平成18

年度に選定した機械製造分野の 2 企業（ケンタウ変圧器工場および西カザフスタン機械制作会社）に

対し、日本人コンサルタントによる生産性向上・経営指導を行った。 

平成 19 年 7 月 3 日～7 月 17 日の日程で、ケンタウ変圧器工場および西カザフスタン機械製作会社

に対する今年度第 1 回目の訪問（予備調査）を実施した。またこの過程で 7 月 9 日に本事業の現地カ

ウンターパートであるカザフスタン産業･貿易省工業･科学技術発展委員会を担当コンサルタントとと

もに訪問、事業の進捗につき報告した。10 月 9 日～10 月 13 日にはフォローアップ・プレゼンテーシ

ョンのスキームを利用し、国民金融公庫および経済産業省の専門家を講師とする「カザフスタン中小

企業育成支援セミナー」をアスタナおよびアルマトィで実施した。平成20年 1月 20日～1月 28日に

かけて、西カザフスタン機械制作会社より生産管理およびマーケティング担当幹部を招聘し、本事業

の成果を検討する企業懇談会および研修を実施した。平成20年 2月 28日～3月 17日には7月に予備

調査を実施した上記2社に対し本格指導を行った。 

 

Ⅳ．石油特別会計補助事業 

 石油特別会計からの補助金を得て下記の事業を実施した。 

 

（中東等産油国投資等促進事業） 

１）ロシア投資促進事業 

１． 対ロシアビジネス交流支援事業 

脆弱な部門もあるロシアの石油ガス産業ならびにそのサポーティングインダストリーへの投資可能
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性を調査することにより、日本とのビジネスマッチングを追求し、また、間接的にロシアの石油ガス

産業を支援した。 

（１） ロシア技術市場・技術投資環境調査 

・ 「ロシアの石油ガス産業の多角化戦略」平成 20 年 1 月 20 日～27 日現地調査（ウファ、モスク

ワ） 

 当会職員とエンジニアリングの専門家であるコンサルタントを派遣し、ロシアの製油所関係者

ならびに石油ガス産業の専門家へのヒアリングを行い、2008年にロシアがユーロ3からユーロ4

へ転換するに当たって製油所に導入しうる日本の技術の紹介など、同国の製油所および石油化学

分野への日本企業の参入の可能性について調査を行った。 

 

（２） 日露技術情報提供事業 

ロシアの技術関連情報を日本企業に提供することと、日本の技術関連情報をロシア側に提供する

ことを目的として、以下の通り「日露技術ニュースレター」を年6回（ロシア向け3回、日本向け3

回）発行した。 

No.1(1) 原油ﾀﾝｸ洗浄ｼｽﾃﾑ（COW）と油性廃棄物処理ｼｽﾃﾑ（JRS） .....平成19年9月発行:ロシア語 

No.1(2) ロシアの指紋認証技術～「Sonda Technologies」社 .........平成19年10月発行:日本語 

No.2(3) 情報・分析概要GLONASS（全地球的航法衛星システム） ....  平成19年11月発行:日本語 

No.2(4) 高流動コンクリート技術...............................平成19年12月発行:ロシア語 

No.3(5) 製鉄分野における日本の省資源・省ｴﾈﾙｷﾞｰ設備･技術の事例 .平成20年1月発行:ロシア語 

No.3(6) ロシアのヘリウム生産の現状と展望........................平成20年3月発行:日本語 

 

（３） 技術交流セミナー開催事業 

① 技術交流セミナー（日本開催） 

・ ロシアITS技術関係者招聘 平成20年3月23日～28日（東京、北九州） 

ロシアからITS技術関係者を招聘し、日本において、グローナス（ロシア版衛星測位システム）

の開発および利用状況に関する「日ロITS技術交流セミナー」（平成20年 3月 25日、東京証券

会館）を行い、ロシアにおけるカーナビゲーション、渋滞情報の送受信など、ITS関連インフラ

整備の計画およびその市場規模などを日本の関係者に伝えた。そして、日本の VICS（道路交通

情報通信システム）などのソリューションが、ソフト、ハード両面で、ロシアに輸出できる端緒

を開くべく、ROTOBO 会員企業など、日本の関係事業者との会合を持ち、ビジネスマッチングを

図った。 

 

② 技術交流セミナー（ロシア開催）  

・ ロシア石油産業環境対策セミナー 平成 20 年 1 月 20 日～26 日（バシコルトスタン共和国ウフ

ァ市） 

 ロシアの代表的な製油所が集まるウファにて、現地の石油関連研究所および石油機器販売会社
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の協力を得て、平成20年 1月23日に、日本の専門家3名による「原油タンク洗浄およびオイル

スラッジ処理技術」セミナーを実施するとともに、現地の関係組織およびバシコルトスタン共和

国の政府機関、商工会議所を訪問し、意見交換を行った。 

 

Ⅴ．日本自転車振興会補助事業 

日本自転車振興会からの補助金を得て下記の事業を実施した。 

 

① 日本企業のグローバル経済化におけるロシアＣＩＳ諸国との機械産業の貿易投資可能性調査 

「グローバル化する日本企業とロシア市場」 

アムステルダム、デュッセルドルフ、モスクワ現地調査 平成20年 1月20日～30日 

在アムステルダムの日本企業、デュッセルドルフ日本商工会議所、JETROデュッセルドルフ、在モ

スクワの日本企業を訪問してヒアリングを実施し、意見交換した。また、モスクワでは家電量販店の

視察を行った。調査の結果をまとめた報告書「グローバル化する日本企業とロシア市場」を作成した。 

② ロシア・ＣＩＳの地域開発と機械設備需要調査 

「ウクライナ・ベラルーシ経済ガイドブック」 

ウクライナ現地調査（キエフ、ドネツク）平成19年 12月 10日～18日 

ベラルーシ現地調査（ミンスク）平成20年 2月17日～23日 

CIS諸国のなかでも機械産業の重要な集積国であるウクライナとベラルーシに焦点を充て、同諸国

の経済・産業全般および機械産業についての情報を収集するとともに、現地調査を実施し、それらの

成果を集大成する形で同諸国向けの機械輸出に役立つ基礎資料「ウクライナ・ベラルーシ経済ガイド

ブック」を作成した。 

③ 日本とロシア・ＣＩＳとの地域を基盤とする産業貿易投資促進 

（ア） 日本の地方とのビジネスミーティング・セミナー実施事業 

日本の主として中小企業を中心として地方に拠点のある企業に対して下記のセミナーを開催

した。セミナーでの配付資料をわかりやすくとりまとめた「日本の地方でのロシアセミナー資料

（青森、大阪、名古屋、北九州）」を作成した。 

・ロシアビジネスセミナー「極東ロシアビジネスセミナー」平成20年 2月14日、青森国際ホテル  

ロシア科学アカデミー極東支部経済研究所の P.ミナキル所長を招聘し、極東ロシアビジネスセ

ミナーを開催した。 

・「北九州・チェリャビンスク・ビジネスセミナー－製鉄技術を中心としたビジネス・マッチング

の事例－」平成20年 2月28日、アジア太平洋インポートマート（AIMビル） 

チェリャビンスク州にあるチェリャブギプロメス社オフチンニコフ社長他の訪日を機に製鉄技

術を中心としたビジネス・マッチングの事例に関するセミナーを開催した。 

・「ロシアの自動車部品産業セミナー（大阪）」平成20年 3月4日、大阪市大阪商工会議所 

ロシアの自動車業界誌の A.コズロフ編集長およびサンクトペテルブルグ自動車部品工業会の V.

キセレビッチ専務理事を招聘し、ロシアの自動車部品産業セミナーを開催した。 
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・「ロシアの自動車部品産業セミナー（名古屋）」平成20年 3月5日、名古屋市名古屋ダイヤビル 

ロシアの自動車業界誌の A.コズロフ編集長およびサンクトペテルブルグ自動車部品工業会の V.

キセレビッチ専務理事を招聘し、ロシアの自動車部品産業セミナーを開催した。 

（イ） ロシア及びＣＩＳの地方との機械産業ビジネス交流促進事業 

当会モスクワ事務所を拠点にロシアおよびＣＩＳ諸国の地方についての的確な情報源を発掘

し、最新かつ正確な情報を迅速に提供することにより、ロシアおよびCIS諸国の地方との機械工

業等の新たなビジネスチャンスの拡大を図った。また、現地で収集した結果を「Moscow Business 

News」としてとりまとめ、電子媒体により提供し、機械産業ビジネス交流の促進を支援した。本

事業のさらなる促進に資するため、報告書「Moscow Business News ダイジェスト」を作成した。 

 

Ⅵ．二国間経済委員会事務局業務の受託運営 

中央アジア諸国、コーカサス諸国およびモンゴルの二国間経済委員会の事務局業務を下記の通り受託運

営した。 

  

・日本カザフスタン経済委員会 

－ 「カマルジノフ駐日カザフスタン大使との昼食懇談会」の開催（平成19年 7月24日、アーバンネ

ット大手町ビル） 

－ 「第9回日本カザフスタン経済合同会議」の開催準備 

・ 日本ウズベキスタン経済委員会 

－ 「第9回日本ウズベキスタン経済合同会議」の開催（平成19年 10月 18日～20日、タシケント） 

・ 日本トルクメニスタン経済委員会 

－ 「第 7 回日本トルクメニスタン経済合同会議」の開催（平成 19 年 9 月 19 日～20 日、アシハバー

ド） 

・ 日本キルギス経済委員会（休会） 

・ 日本アゼルバイジャン経済委員会 

－ 「アジモフ・アゼルバイジャン外務次官一行との夕食懇談会」の開催（平成19年 6月27日、国際

文化会館） 

－ 「第5回日本アゼルバイジャン経済合同会議」の開催（平成20年2月25日、如水会館） 

・ 日本アルメニア経済委員会（休会） 

・ 日本グルジア経済委員会 

・ 日本モンゴル経済委員会 

－ 第 1回日本-モンゴル貿易投資官民合同協議会開催への参加および歓迎会の開催（平成19年 11月

7日、経済産業省、霞が関東京會舘） 

－ ルンデージャンツァン・モンゴル国家大会議議長一行歓迎レセプション（関係団体との共催、平成

20年 2月27日、グランドプリンスホテル赤坂） 

－ オヨーン・モンゴル外務大臣一行との昼食懇談会（平成20年 3月4日、如水会館） 
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Ⅶ．会議の開催 

通常総会、理事会、企画委員会を下記の通り開催した。 

 

・ 第37回通常総会（平成19年 5月22日、如水会館) 

議題： 

第1号議案 平成18年度事業報告書（案） 

第2号議案 平成18年度財務諸表（案） 

第3号議案 平成19年度事業計画書（案） 

第4号議案 平成19年度収支予算書（案） 

第5号議案 役員選任の件（案） 

 

・ 平成19年度第1回理事会（平成19年5月22日、如水会館) 

議題： 

第1号議案 役員選任の件（案） 

・ 会長選任 

・ 副会長他選任 

・ 会長代行の件 

第2号議案 顧問委嘱の件（案） 

 

・ 平成19年度第2回理事会（平成20年3月17日、如水会館) 

議題： 

第 1号議案 平成 19年度事業報告書（案） 

 第 2号議案 平成 19年度収支決算見込み（案） 

第 3号議案 平成 20年度事業計画書（案） 

第 4号議案 平成 20年度収支予算書（案） 

第 5号議案 役員選任の件（案）(定款に基づく、補充、交替による選任。)  

第 6号議案 新規会員承認の件（案） 

第 7号議案 規程の整備の件（案）（役員（理事、監事）在任年齢規程他） 

 

・ 平成19年度第1回企画委員会 

（平成19年 12月 14日、ロシアNIS貿易会会議室） 

議題：(1)経済産業省小嶋ロシア室長ご報告 

  ・「第2回日露間の鉄道分野の協力に関する会議」の開催結果について 

    ・第2回日本ウズベキスタンビジネスフォーラムの開催概要等 

(2) 事業の現状、見通しについて 
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・ 平成19年度事業実施実績および予定 

・ 平成19年度収支決算中間見込み報告 

・ 平成20年度要求の見通し 補助事業等 

・ 日本自転車振興会・運営強化資金に関して 他 

(3) ロシアNIS貿易会の組織規程変更について 

(定款変更および公益法人改革対応に則した関係規程整備について) 

(4) 新規会員獲得キャンペーンの件 

(5) 自由討議、意見交換 

 

Ⅷ．平成19年度会員の異動 

 

                                      （平成20年 3月31日現在） 

 

１．会員数 

正会員 45社（前年度    43社） 

準会員 119社（前年度    99社） 

合 計 164社（前年度 142社） 

 

２．入会 

 

正会員    3社 株式会社ﾛｼｱ・ﾕｰﾗｼｱ政治経済ﾋﾞｼﾞﾈｽ研究所 

九州電力株式会社 

三菱自動車工業株式会社 

 

準会員 23社 株式会社大生機械 

加賀電子株式会社 

株式会社ニューシステムズテクノロジー 

株式会社エイジェック 

株式会社デンソー 

株式会社アイビー化粧品 

株式会社キトー 

北九州市 

株式会社博報堂 

ARUJI GROUP株式会社 

ARUJI GATE証券株式会社 

株式会社野村総合研究所 

エーザイ株式会社 
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株式会社近鉄エクスプレス 

有限会社銀座 

デンセイ・ラムダ株式会社 

ニュース証券株式会社 

有限会社トライデント 

横浜ゴム株式会社 

株式会社タートルトラベル 

株式会社北海道銀行 

株式会社スリーボンド 

株式会社アールジェイコミュニケーションズ 

                                       

３．退会                                           

                                                                

正会員 0社   

               

準会員   3社 あらたに行政書士事務所 

日本貿易振興機構北九州貿易情報センター 

Monastyrsky, Zyuba, Stepanov & Partners 

 

４．会員資格の変更 

 

１）準会員から正会員への変更 1社 アビテル･データ株式会社 

 

２）正会員から準会員への変更 2社 株式会社荏原製作所 

京セラ株式会社 

 

３）合併による変更    1件 （新）株式会社ニプロス（準会員） 

                                 （旧）株式会社ＪＳＮ（準会員） 

および株式会社ニプロス（準会員） 

 


